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あらまし
カードベース暗号プロトコルはトランプのようなカー
ドを用いて秘密計算を実現する方法である [1]．カード
ベース暗号の起源は 1989年に発表された den Boerの
Five-Card Trickとされる [2]. Five-Card Trickは赤と黒
の 2種類のカードを 5枚用いて, Aliceと Bobが選んだ
ビットの論理積 ANDを秘密計算する方法である.

裏向きのカードあるいはカードの組がある論理値 xを
表しているとき，このカードを xのコミットメントと呼
ぶ. 出力をコミットメントで与えるようなプロトコルは
コミット型と呼ばれる．最初のコミット型 ANDプロト
コルは, 1994年に Crépeau and Kilianによって発表さ
れた [3]. その後, 使用するカードの枚数やシャフル (カッ
ト)回数がより少ないプロトコル, 有限回で終了するプ
ロトコルなどの改案が次々と発表されていった [4, 5].

一方, こうしたプロトコルの実現にはランダム 2等分
割カット (random bisection cut)[6]などの特殊なシャフ
ル (カット)の導入や, カードの並べ替えなどの操作が必
要であり, プロトコルを実現するために人間が行う操作
は複雑なものとなっていった.

これまでのカードベース暗号の符号化ルールは基本的
に赤 ( ♡ )と黒 ( ♣ )の 2種類のカードを用い, ♣ ♡
を 0, ♡ ♣ を 1と定義するものであった.

これに対し, 本研究では同一カード—ただし表面が
one-way(上下非対称)であり, 本稿中では ↑ で表わす—

のみを用いた非常にシンプルなカードベース暗号プロト
コルを提案する.

最初に 3枚のカードを用いた非コミット型 ANDプロ
トコルを示す. 続いて，コミット型の NOTプロトコル,

∗ 新潟大学工学部, 新潟市西区五十嵐二ノ町 8050, Faculty of Engi-
neering, Niigata University, 8050 Ikarashi 2-no-cho, Nishi-ku,
Niigata, 950-2181, JAPAN

XORプロトコル, COPY(コミットメントの複製)プロ
トコル, および使用するシャフルの異なる 2種類のAND

プロトコルを順に紹介する. これらを組み合せることで,

同一のカードを用いて任意の論理関数を秘密計算するプ
ロトコルが得られる．
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